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I.目 的  ト マ トの冬季栽培 で は暖房 が必 要で あ るが、特 に、隔離ベ ッ ト栽培 では

床温 の コン トロール が行 われ てい る。 そ こで本研 究 では、地温 が蒸発散 量 に及 ぼす

影響 を明 らかにす るため、以下の実験 を行 った。

工.実 験方法 岐 阜大学 内のガ ラス室 において標 準 区、地温制御 区 1(22℃ )、地温

制御 区 2(28℃ )の 3つ の試験 区 を設 け、ポ ッ ト栽培 に よる トマ トの蒸発散量 を測

定 した。標 準 区は、ポ ッ トの周辺 に断熱材 を巻 いた試 験 区であ り、地温制御 区は、

と― ター に よ り地温 を 22℃ と 28℃ に管理 した試験 区で あ る。 各試験 区は、 ト マ ト

を植 栽 した ポ ッ ト 4個 と、土壌 のみ のポ ッ トの計 5個 で構成 され る。実 験期間は、

12月 11日 か ら 1月 10日 迄 の 30日 間 であ る。 前 半 15日 間 はポ ッ トに ビニールマ

ル チ を施 し蒸散量 のみ を、後 半 15日 間はマル チ を取 り除いて蒸発散 量 をそれ ぞれ

重量法 に よ り測定 した。 また、小型 蒸発パ ンに よ り水 面蒸発 量 を測定 した。 なお、

重量の測 定は、昼間 と夜間の蒸発散 量の違 い を明 らか にす るた め、1日 2回 (6:00

と 18:00)行 った。 ポ ッ トには、表層 、5、 10、 15c mの 深 さに熱電対 を埋設 し地

温 の変化 を測 定 した。 また 、ハ ウス内 に純放射 計 、温湿度計 を設置 し、ペ ンマ ンの

蒸発位 と作物係数 を求 めた。

IIE.結果及 び考察 蒸 散量、蒸発散 量及 び土壌 面蒸 発量 は、28℃ 区、 22℃ 区、標 準

区の順 で大 きな値 を示 した。蒸 散 量、蒸発散 量お よび土壌 面蒸発 量の 日平均値 を表

に示す。標準 区 と比較す る と、蒸散 量は  表 各試験区の蒸発散量と土壌面蒸発量

22℃区で 18,8%、 28℃区で 31.6%、 蒸

発散 量はそれ ぞれ 32,1%、 59.0%、 土壌

面蒸発 量はそれぞれ 45。2%、 79.5%上 回

っていた。 また、水 面蒸発 量、標 準 区の

土壌 面蒸発 量お よびペ ンマ ン式 に よる蒸

発位 はほぼ同 じ値 を示 した。ペ ンマ ンの

蒸発位 よ り算 出 した作物係 数 は、標 準 区で 2,32、22℃ 区で 3.06、28℃ 区で 3.68と

なつた。実験期 間 を とお して、22℃ 区お よび 28℃ 区の地温 は気 温 よ り高 く、標 準 区

の地温 は気 温 よ り低 か つた。ガ ラス室内の 日平均気温 は 18.5℃、標 準 区の 日平均地

温は 15,9℃で あ った。気温 が蒸散 量お よび蒸発 量 に及 ぼす影響 につい て 日中 と夜間

に区別 して検討 した ところ、 日中は気温 の上昇 とともに蒸散 量お よび蒸発 量 も増加

した。特 に 日中の蒸散 量は蒸発 量 よ り気 温の影響 を強 く受 けていた。 この原 因 と し

て気温が高い、つ ま り日射 量が多い場合 は植物 の呼吸量 、光合成 量、体温維持等 の

活動 が盛 ん にな り、水分 が多量 に消費 され るこ とが考 えられ る。一方 、夜 間 は 22℃ 、

28℃ 区では気温 に関係 な く、ほぼ一 定の蒸散 量お よび蒸 発量 を示 したが 、標 準 区で

は若干相 関性 が見 られ た。 つ ま り、夜 の蒸散量お よび蒸発 量は地温 と気温 の高い方

に支配 され る と考 えられ る。

蒸 散 量

(m m / d a y )

蒸発散 量

(m m / d a y )

土壌面蒸発量

(m m / d a y )

標 準 区 2.22 3.25

22℃ 区 2.64 4,29 2.50

28°C区 2.92 5,16 3,09
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